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	報 告 者 氏 名
	鈴木　國央

	大 会 名
	IODA　2012　世界選手権

	開 催 地
	ボカチカ、ドミニカ共和国

	大 会 期 間
	2012年7月15～26日


	チャーター艇

メーカー
	FAR EAST
	マスト、ブーム

スプリット
	FAR EAST
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	FAR EAST


	気象について
	カリブ海特有の亜熱帯気候で、湿度が高いのが特長だった。気温については想像していたよりは低く、日本のこの時期と同程度の30度前後だった。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	海面は連日うねりが高く、これと同じ方向のシーブリーズが吹くと、さらに高くなる傾向にあった。かぜについては、午前中シーブリーズから始まり、午後には内陸に発達した低気圧の影響で雷雨となる日が多かった。また水深がおおよそ200㍍と深いことも特長であった。

	帆走指示書内容で特記事項
	特に選手が困惑するような特記事項はなかった。

	コーチボートについて
	FAR EAST製の5.8㍍のリブが用意されていた。今回はタイチームのコーチから声をかけられシェアーした。

	選手の特徴、体格
	上位を独占したシンガポール選手は、体も小さく、体重も軽そうであった。海面の特長から全体的に体重の軽い選手が有利のようであった。

	艤装品について
	今回のチャーターボートに用意されていたリグがFAR EAST製のものであったが、上位チームはその他のメーカーのマスト・ブーム・スプリットを持ち込んできていた。

	セッティング等
	シンガポールの選手は、毎日念入りにがらみなどの調整を行っていた。セッティングについては、日本選手とセイルが違った為、比べることが出来なかった。

	海上での練習方法
	特に変わった練習方法を行っているような様子はなかった。

	セーリング技術
	波が高く、風の弱い海面だったため、体格的に有利な選手が上位に来たことはもちろんのこと、セーリングの基本となる波や風にあわせて、ステアリングする。セールトリムする。といった事により、まっすぐ走れる選手が上位を占めた。

	戦術、戦略など
	シンガポールの選手は、スタートラインが上有利なときはもちろんのこと、イーブン、少し下有利でもシグナルボートの隣からスタートを行っていた。

	日本選手が劣っていること
	高さを稼いだり、ピッチングを押さえたりするための小技に走りすぎ、ステアリングを最小限に抑え、メイントリムによりスピードを出す事が出来ない。

	日本選手が勝っていること
	ハイクアウトコンディションになったときのハイクアウトは、他国の選手に比べて勝っているように感じた。

	日本チームとしての課題
	基本に返り、船を速く走らせるための指導が必要であると思います。

	JODAへの要望
	より多くの合宿等を開催し、2回のワールド経験を伝えられればと思います。

	その他
	ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

